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食品健康影響評価の結果の通知について   

平成17年3月31日付け厚生労働省発食安第0331001号をもって貴省から当  

委員会に対して求められたフルベンジアミドに係る食品健康影響評価の結果は下  

記のとおりですので、食品安全基本法（平成15年法律第48号）第23粂第2  

項の規定に基づき通知します。   

なお、食品健康影響評価の詳細は別添のとおりです。  

記  

フルベンジアミドの一日摂取許容量を0．017mg／kg体重／日と設定する。  
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＜審蔦の経緯＞   

2004年 9月 7日   

2005年 3月31日  

2005年 4月1日   

2005年 4月 7日   

2005年 6月15日   

2005年12月12日   

2006年 1月11日  

農薬登録申請  

厚生労働大臣より残留基準設定に係る食品健康影響評価につい  

て要請（厚生労働省発食安第0331001号）（参照1～41）  

同棲受  

食品安全委員会第89回会合（要請事項説明）（参靡4カ  

農薬専門開査会第31回会合（参照43）  

追加資料受理（参照44）  

農薬専門調査会第40国会合（参照45）  

Ⅰ． 評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺虫剤  

2．有効成分の一般名  

和名：フルベンジアミド  

英名：且ubendiamide（ISO名）  

3．化学名   

ImC  

和名：3－ヨードー〟乙由一メシ′レ1，1・ジメチ／レエチル）・〟（4・【1，2，乳かテトラフルオロー1・  

（トリフルオロメチル）エチル1・Jトリ／レ〉フタルアミド  

英名：3－iodo・Nl（2－me＄yl－1，1－dinethylethyl）・N（4－［1，2，2，2・tetrafluoro・1・  

（tr氾norometbyl）ethyl】－8・tOlyl‡p出血孔1amide  

CAS‰．2724き1－65・の  

和名：∧醇【1，1・ジメチノレ2－（メチルスルホニ／りエチ／り－きtヨード・ノ岬・短－メチノレ4イ1，2，2，2－  

テトラフルオロ・1・（トリア′レオロメチ′りエチ′りフユニ′叶1，2－ベンゼンジカ′レポキサミド  

実年：脾【1，1－dimethyl・2－（methilsulfonyl）ethyl］・3・iodo・N－i2－methyl－4－【1，2，2，2・  

tetrafluoro－1，－（trifluoromethyl）ethyl】phenyli・1，2・benzenedicarboxamide  

4．分子式  

C28H22FTIN204S  

5．分子1  

682．39  

6．構造式   

7．開発の経ヰ   

7′しべ、パプアぎドけ1qq只4Eに日太良韮姓式全社に上り凝明されたヨウ化フタルアミド   



Ⅱ．試験結果故事  

フルベンジアミドのフタル酸蕉を14Cで標識したもの（Pbt－14C－フルベンジアミド）   

及びアニリン環を14Cで標識したもの（A血・14C－フルベンジアミド）を用いて各種試験   

が実施された。放射能濃度及び代謝物濃度は特に断りがない場合はフルベンジアミドに   

換算した。代謝物／分解物及び検査値等略称は別解1及び2に示されている。  

1．ラットにおける動物体内運命試験  

（り血液及び血蒙中濃度推移   

Pbt－‖C一フルベンジアミドを低用量及び高用量（2及び200mg瓜g体重：一群雌雄各  

4匹）でFiscberラットに単回経口投与し、薬物動態試験が実施された。   

血液及び血紫中放射能濃度推移は表1に示されている。   

フルベンジアミドの吸収は比較的緩やかであり、雄では投与量にかかわらず投与後12   

時間に、雌では低用量及び高用量でそれぞれ投与後6及び12時間に血祭中最高濃度に  

達した。雌雄間の血紫中濃度を比較すると、雌において若干緩やかな減衰が認められた。   

また、血液中濃度と血簸中濃度の差は時間が経つにつれて小さくなっていったことから、   

フルベンジアミドは血球中に若干分布することが考えられた。   

雌雄とも高用量投与群では、低用量投与群の数倍のCnユXが観廃されたのみであり、フ  

ルベンジアミドの吸収は殆ど飽和しているものと考えられた。（参照幻  

表1血液及び血紫中放射能濃度推移  

投与量  佐用圭（2mg此g体重）  高用量（200mg此g体重）   

性別  雄  雌  雄  雌   

試料  血液  血祭  血液   血於  血液  血紫  血液  血祭   

投与1  

時間後   
0．056  0．083  0．063  0．092  0．3   ＜0．1   0．3  ＜0．1  

漬  

度  
投与6  

時間後   
0．167  0．218  0．142  0．196  0．4   0．4   0．5   0．3  

推・   
移  0．182  0．233  0．126  0．171  0．4   0．5   0．4   0．4  

時間後  

（桐畑  

時間後   
0．027  0．016  0．055  0．066  0．5   ＜0．1   0．5  ＜0．1   

でn縦（時間）  12   12   6   6   48   12   6－48   12   

CⅡ．鑑（購佃  0．182  0．233  0．142  0．196  0．5   0．5   0．5   0．4   

Tl／2（時間）  28．7  12．6  41．1  37．6  NA   NA   NA   NA   

NA：データポイント数不足のため算出せず  

（2）排泄・分布（単回健ロ）   

Pbt－14C－フルベンジアミドを低用量及び高用量（2及び200mg耽g体重：一群雌雄各  

4匹）で、A山一14C一フルベンジアミドを低用量（2mg此g体重：一群雌雄各4匹）でFisdler  
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ラットに単回経口投与し、排泄・分布試験が実施された。   

24及び168時間後の尿及び糞中排泄率は、表2に示されており、雌雄ともにほとん  

どが糞中排泄であった。  

表2 尿及び兼中排泄宰（単回軽口）  

標識体   Ani  Pbt   

投与量   任用丑  低用土  高用量   

性別   雄  雌  雄  堆  堆  堆   

試料   尿  糞  尿  糞  尿  糞  尿  糞  尿  糞  尿  糞   

24時向後  1．23  79．0  0．28  54．5  1．80  77．0  0．16  5臥2  0．09  89．9  0．06  98．5   

168時間後  1．73  93．6  1．07  91．5  1．78  96．2  0，56  91．4  0．50  93．6  0．58  99．6   

注）188時間後の尿サンプルにはケージ洗浄液を含む。  

単位：％M   

単回投与における組織分布は、表3に示されている。投与後9時間では吸収部位であ  

る消化管（胃、／ト腸及び大腸）、肝臓、腎臓、副腎及び脂肪等に比較的高濃度の分布が  

認められた。投与後168時間後では、すべての臓器・組織中放射能濃度は、検出限界付  

近にまで減表しており、フルベンジアミド及びその代新物に蓄積性が無いことを示唆し  

ていた。（参照2）  

表3主要組織の残留放射能濃度（豊国投与）  

投与  

条件   体   
9時間後   168時間後   

肝臓伝助、副腎乱町）、白色円誹方（L唆）、  肘膀＝蝕∽心、白色け親方吼∝餌、副腎  

大腸（は6）、闇薩山川、小腸餌追D、骨  吼（氾Ⅵ、闇臓幻．∝嘲、その他めJ刀5  

単回経口   髄吼67功、心吼67ゆ、唾液腺㈹、膵  欄   

佐用圭  雄                        臓任憶瑚、肺随畑、胃吼駆扮、甲状腺  
臥雲泊㊥、月職吼畑）、胸腺吼3咽、筋肉  

め31釦、下垂体虻は7封、その他吼3滴  

大股阻鮎Ⅵ、月瀬摘の、白色仔誹方めぷゆ、  肺臓《M∽）、白色月謝方敵お1）、副腎  
Pbt  

副腎め劇）、小陽吼22Ⅵ、胃¢．188）、唾  吼137）、骨随吼蛸）、」1陽吼（冶7）、  

液瞼吼1紀）、岡綾取1′朽）、頗臓阻1醐、  卵巣細）、膵液㈹、闇陣取05釦、  

骨掟臥1の、タ勝取1弱）、甲状腺臥1醐、  嘲瞼礼儀の、大腸吼00め、胃餌鴫）、  

雌                              心吼14却、肺吼1鵡）、子宮め．123）、胸臓  甲状腺軋0鶉）、肺のJ迫釦、心め刀37）、  
吼114）胸腺吼∝け）、下垂体臥（〕咲））、膀  胸腺阻03劫、子宮餌腿）、哨疇臥0鋤）、  

胱吼研2）、筋肉吼げ7ゆ、その他吼03兼問  膀胱わJ）鮎）、筋肉の．臆3）、下垂体  

阻間）、その他阻01揃  

珊臓臥016）、闇臓吼00㊥、膜胱吼00¢、  
Ani  雄  

白色脂肪吼∝ゆ、その他吼004欄   
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冊糠¢．輔）、白色脂肪臥44功、副腎  

肌蹴嘲、骨随吼169）、′l・腸の瀾）、  

卵巣の個）、牌（0．膀）、唾液腺  

l堆  

餌朋）、甲状腺確拍㌍）、開削叩袖、  

大勝め．㈱）、胃阻拡粛、心吼脇）、  

子宮臥胱功、肺吼052）、下垂体吼別封、  

胴時の朗5）、胸振吼（姥4）、膀肘餌彫）、  

その他餌遁宋閻   

大腸腹）2）、胃鹿川、小腸仔β）、下垂体  月1椴吼カ、白色脂肪吼1）、その他（検  

乱1）、白色脂肪邑ゆ、副腎位虻、肝位2）、  

雄  
甲状腺（L粛、嘲（Ll）、唾液腺乱1）、骨  

悩沌旭）、胸腺吼朗、精巣幻劇、前立腺沌ほ）、  

心吼刀、肺吼6）、頗隋隠田、膵臓めぷ）、  

単回経口   Pbt  その他吼6欄   

高用量  大腸（∬B）、胃（ほ．5）、白色闇方吐8）、小  骨髄阻劫、白色用談方¢A）、胴臓臥3）、  

膿払幻、脚臓¢月）、副腎取崩、子宮β2）、  唾樹政敵幻、淵臓《ほ）、闇吼1）、  

雌  
甲状腺色．励、唾液腺払㊥、膵膀（15）、骨拉  胃取刃、」、腸ぬ刃、大腸吼1）、その  

軋5）、間隙q．釦、心（10）、肺（1劇、脾  

臓乱α、胸換吼釦、卵巣吼9）、筋肉め月）、  

腐胱取成、その他吼5揃   

注）残留放射能濃度はフルペンジアミド換算濃度（〃g／g）  

（3）排泄・分布（反復軽口）   

Pbtr14C－フルベンジアミドを低用量（2mg瓜g体重／日：一群雌雄各4匹）で飢＄Cberラ  
ットに反復経口投与し、排泄・分布試験が実施された。   

最終投与24及び168時間後の尿及び糞中排泄率は、表4に示されており、ほとんど  

が糞中に排泄された。   

特異的にフルベンジアミドあるいはその代謝物が痍留する臓器・組織は静められず、  

フルベンジアミド及びその代謝物には蓄積性がないことが示された。（参照3）  

表4 尿及び糞中排泄畢（反復経口）  

投与量   低用量   

性別   雄  雌   

試料   尿   糞   尿   糞   

24時間後   0．48   102   0．20   101   

1（；8時間後   0．57   103   0．31   104   

注）168時間後の尿サンプルにはケージ洗浄液を含む。  

単位：％TAR  
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（4）胆汁排泄   

Pbt一日ひフルベンジアミドを低用量（2mg肱g体重：雄3匹、雌6匹）で飢seherラット  
に単回経口投与し、胆汁排泄試験が実施された。   

投与48時間後の胆汁、尿及び糞中排泄率は表5に示されている。   

投与48時間までに胆汁及び尿中に排泄された放射能及び体内に残存した放射能の合  

計より、消化管からの吸収率は雄において23．5％、雌において34．1％と推定された。  

（参照4）  

表5 投与48時間後の胆汁、尿及び糞中排泄卒  

投与量   任用圭   

性別   雄   雌   

月旦汁   11．1   8．28   

尿   0．75   0．15   

糞   12．8   11．0   

単位：％TAR  

（5）代謝物同定・定圭   

Pht－14C－フルペンジアミド及びA山一14ひフルペンジアミドを用いた単回投与試験  
［1．（2）］、 Pbt－14C－フルペンジアミドを用いた反復投与試験［1．（3）］及び胆汁排泄試  

験［1．也）】における尿、糞、胆汁及び消化管内容物におけるフルベンジアミドの代謝物  
同定・定量試験が実施された。   

試験結呆は表6に示されている。   

ラットにおけるアルペンジアミドの主要代謝経路は、トルイジン衆2位メチル基の酸  

化、チオアルキルアミン部分のメチル基の酸化であると推定された。さらにこれらの代  

謝物は、グルクロン酸及びグルタチオン抱合の経路により代謝が進行すると考えられた。  

（参照2～4）  

表6 尿、兼及び胆汁における代謝物  

投  フルベンジアミド   

投与条件  標繊   与 量   試料  
代謝物  

（％TAR）   （％TAR）   

尿   0．04～0．21   代謝物耳む．1～0．㊥、その他吼1未轍  

Ani  低  
糞   

代謝財疏如卜便通、代謝物闇ぬ．1～14励、  
30．4～65．7  

その他ぬむ菊痢  

尿   0．01～0．09   代謝物E吼1へ0．5）、その他吼1兼痢  
単回  

低  
糞   15．4～65．8   

代謝物E毎A～5摘、代誘物融～1＆め、  

Pht  その他め．5≡和鞄  

尿   ＜0，01一－0．04   全ての代謝物で0．1未満  
高  

糞   89．1～97．8   全ての代謝物で0．3未満   
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代謝物E（0．1～1．3）、代謝物H（2．3）、  

胆汁   検出限界以下  代謝物G（0．2～1．由、代謝物R（0．2  

～0．3）、その他（1．5瀬酎  
単回凍  Pbt  低  

糞   10．7～12．0   代謝物E《）．1へ0点、そ咄3鯛  
消化管  

内容物   
49．7～56．3   代謝物地6・融、その他臥醗東園   

尿   く0．01～0．03   全ての代謝物で0．1未満  

反復   Pbt  低  
糞   82．2～91．3   

代議物王妃2～7』、代謝物Ⅰ地頭、  

その他検出限界以下）   

※1．（4）の月旦汁排泄試験  

2．植物体内運命試験  

（1）りんご   

Pbt・14C－フルペンジアミド及びA血・14C－フルベンジアミドをりんご（品種：ふじ）に  
200g出血aで散布し、散布後0、7、14、28及び56日（成熟期）に果実及び菓を検体   

として採取し、代謝試験が実施された。収穫した果実及び菓は、表面洗浄液あるいは抽   

出液及び未抽出残直に分画した。   

総残留放射能（TRR）は、処理当日に果実で0．016～0．043m釘kg、菓で4．5mg此g   

と最高値を示し、その後は経時的に漸減し、処理後56日には果実で0．01mg丑g、菓で  

1．4～1．6mg此gになった。   

果実では、処理直後にフルベンジアミドが81．4～93．8％TRR（0．015～0．035mg此g）、   

代謝物としてBが4．7％TRR未満（0．002ng此g未満）、その他未同定代謝物が6・3％TRR   

未満（0．002mg此g未満）検出された。56 日後にはフルベンジアミドが50・0～  

弘5％TRR（0．005～0．006mg瓜∂、代謝物としてBが18．2％TRR未満（0．002mg肱g未満）、   

その他兼同定代謝物が18．2％TRR未満（0．002皿g肱g未満）検出された。   

葉では、処理直後にフルベンジアミドが1M～106％TRR（4．6～4．8mg仕官）、代謝物   

としてB、P、E及びHが0．1～2．3％TRR（0．004～0．103m釘k∂、その他未同定代謝物   

が0．5～3．1％TRR（0．024～0．139mg肱g）検出された。56日後では、フルベンジアミド   

が52．9～62．4％TRR（0．768～1．03mg此g）、主代謝物としてB、C、E及びⅡが0・7～   

7．2％TRR（0．010～0．114皿g此g）検出された。   

りんごにおけるフルベンジアミドの主要代謝経路は、光分解によりヨウ素原子が脱離   

した代謝物B及びCの生成、トルイジン舞メチル基の酸化による代謝物E及びⅡの生   

成と考えられた。（参照5）  

（2）キャベツ   

セbt－14C－フルベンジアミド及びA血－14C－フルベンジアミドをキャベツ（品種：YR一晴  

徳）に1個体あたり0．3mgで処理し、処理後21及び42日（成熟期）に植物俸を結球  

部、外菓部及び根部の部位毎に分割して検体として採取し、代謝試験が実施された。外  

葉部は洗浄液、抽出液及び未抽出残撞に分画した。   

放射能は外美都において、処理後21日で101～108％TAR（0．59～0．70mg化g）、処  
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理後42日で101～108％M（0．59～0．61mg此g）と殆ど全て検出された。   

外菓部では、処理21日後にフルベンジアミドが90．2～90．7％TRR（0．53～0．64mg肱g）、  

代謝物として臥C、E及びⅡが0．1～1．3％TRR（0．001～0，009mg仕∂、その他未同定  

代謝物が0．2％TRR以下（0．012mg肱g以下）検出された。42日後にはアルペンジアミド  

が89．3～90．2％m（0．54mg肱∂、代財物としてB、C、E及びⅡが0．3～1．5％TRR（0．002  

～0．009mg此∂、その他未同定代謝物が0．2％m以下（0．012mg肱g以f）検出された。   
こ・のように、処理21日後及び42日後とも外葉部に放射能が残存し、表面洗浄画分に  

77．5％でRR以上が検出された。   

結球中の放射能は低く、フルベンジアミド換算濃度として0．0010m釘kg以下であっ  

た。   

キャベツにおけるフルベンジアミドの主要代謝経路は、光分解によりヨウ素原子が脱  

離した代謝物B及びCの生成、トルイジン環メチル基の酸化による代謝物E及びHの  

生成と考えられた。（参照6）  

（3）トマト   

Pht－14C－フルベンジアミド及びAni・14C・7ルベンジアミ ドをミニトマト（品種：千果）  

の果実に1枝あたり0．125mg、菓に1枝あたり0．80mg処理し、処理後0、7、14及び  

28日に放射能を処理した部位の呆実及び菓、また28日後ではその他の部位全体（根都  

合む）を検体として採取し、代謝試験が実施された。収穫した果実及び菓は、表面洗浄  

液、抽出液及び未抽出残直に分画した。   

放射能は、果実においては処理直後の99．1～99．3％TAR（3．24～3．38mg肱g）から処  

理後28日で65．9～68．7％TAR（1．32～1．49mg此g）と緩やかに減少した。葉では、い  

ずれの検体からも89．9～106％TAR（14．9～45．4mg肱g）とほぼ定量的に回収された。  

その他の部位全体には、1．05～1．12％Mとわずかであった。果実及び菓とも表面洗浄  

画分に総残留放射能の94．4％以上が検出された。   

果実では、処理直後にフルベンジアミドが99．5％mR（3．22～3．3（；mg瓜g）、代謝物  

としてCが0．04％TRR（0．0012～0．0013mg此g）検出された。Pbt－14C－フルベンジアミ  

ドでは代謝物Bも0．05％TRR（0．0016mg此g）検出された。その他未同定代謝物が総和  

で0．43～0．46％mR（0．0146～0．0150mg瓜∂検出された。28日後にはフルベンジアミ  

ドが96．宰～96．6％TRR（1．27～1．4a皿g庇∂、主代謝物としてB、C、E及びHが0．18～  

0．50％TRR（0．0027～0．0066mg此∂検出された。その他未同定代謝物が総和で2．26～  

2．32％TRR（0．0306～0．0336mg此g）検出された。   

葉では、処理直後にアルペンジアミドが99．1％TRR（43．7～45．0皿g肱g）検出された。  

Pht－14C－フルベンジアミドでは代謝物B及びCが0．005～0．04％TRR（0．0022～  

0．0165mg此g）検出された。その他未同定代謝物が0．83～0．84％TRR（0．365～0．381  

m釘kg）検出された。28日後では、フルベンジアミドが90．9～95．2％TRR（14．2～15．O  
mg瓜g）、主代謝物としてB、C、E及びHが0．20～0．53％TRR（0．0300～0．0874mg此g）  

検出された。   

トマトにおけるフルベンジアミドの主要代謝経路は、光分解によるヨウ素原子の脱離、  

トルイジン環メチル基の酸化による代謝物E及びHの生成と考えられた。（参照7）  
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3．土壌中運命試験  

（1）好気的土壌中運命試最   

Pht－14C－フルベンジアミド及びAni・14C－フルベンジアミドを高知土壌（埴壌土）に乾   

土あたり約0，4m釘kgとなるように添加し、25℃の暗条件下で180日間インキエペー卜   

し、フルベンジアミドの好気的土壌中運命試験が実施された。  

フルベンジアミドは、処理後56日で98．9～100％TAR、処理後180日（試験終了時）   

で9乱0～99．0％M検出された。微量ではあるが、分解物B、E及びⅡが試験終了時   

にそれぞれ0．2、0．2～0．4及び0．4～0．7％TAR検出された。（参照8）  

（2）土壌表面光分解試験   

Pht－14C－フルベンジアミド及びA由一14C－フ′レベンジアミドを米国カリフォルニア州マ  

デラ土壌（砂土）で調製した厚さ1～2Ⅱ皿の土壌薄層に、乾土あたり1．3J上g／gとなる  

ように添加し、20℃±1℃でキセノンアークランプ（583W／ぷ、照射光の波長範囲：300  

～800nm）を11日間連続照射してフルベンジアミドの土壌表面光分解試験が実施され  

た。   

フルベンジアミドは光照射区において経時的に減少し、照射11日後には47．9～49．7％  

TAR検出される程度であり、分解物B及びMがそれぞれ15．5～17．6及び1．5～8．2％M  

検出された。遮光区では、照射11日後においてもフルベンジアミドは殆ど分解されず、  

92．6－99．9％TARが残存していた。   

フルベンジアミドの自然状態での半減期は、33．6～34．9日と換算1された。   

土壌表面において、フルベンジアミドは速やかに分解物Bへ分解されることが示され  

た。また、分解物Bも土壌中では安定ではなく、分解物Mを経由し速やかに二酸化炭  

素及び未抽出残潅にまで分解されることが示された。（参照9）  

（3）土壌吸脱着試験   

4種類の国内土壌［軽埴土（高知）、壌土（北海道）、軽埴土（和歌山）及び砂土（宮  

崎）］を用いてフルべンジアミドの土壌吸脱着試験が実施された。   

吸着係数E才ad5＝26．9～54．6、有機物含量当たりの吸着定数Ⅹp心oc＝1550～3660、脱  

着係数EFdモさ＝36．2～52．1であった。   

フルベンジアミドは、土壌においてわずかな移行性があると考えられた。（参照10）  

4．水中運命試鱒  

（1）加水分解試験   

Pht－J4C・7ルベンジアミド及びAni－14C一フルベンジアミドをpⅡ4、5（25℃試験区の   

み）、7及び9の各緩衝液に12．1〝g瓜となるように加えた後、25℃で30日間、50℃   

で5日間インキュべ－トし、フルベンジアミドの加水分解試験が実施された。なお、pⅡ4   

及び5では酢酸緩衝液を、pH7ではリン酸緩衝液を、pⅡ9ではホウ酸緩衝液をそれぞれ   

用いた。  

1米国の隣接する48州の年間平均の太陽光強度190W／ポを基準として換算した。  
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フルベンジアミドは各処理区において90．5～101％TAR検出された。フルベンジアミ  

ドは試験に用いたpⅡの範層内で加水分解に対し安定であった。（参照11）   

（2）水中光分解試験   

Pht・14C・フルベンジアミド及びA血14C・フルベンジアミドを蒸留水（pH6．Ol～6．20）、   

自然水（大阪で採取された地下水、pⅡ7．39～7．41）及び光増感剤として1％アセトンを  

含有する蒸留水に12．5〃牒几となるように加えた後、25℃でキセノンアークランプ（623   

～640W／m2、照射光の波長範層：280・800nn）を7日間連続照射し、フルべンジアミ   

ドの水中光分解試験が実施された。   

フルベンジアミドは光照射により速やかに分解され、照射7日後に認められたm   

は31．3～46．7％であった。   

光分解物としては分解物B、C及びDが同定され、照射7日後にはそれぞれ10．1～   

31．9％M、0．6～2．2％TAR、0．2～11．6％TAR検出された。   

各水中の光照射区において、PI止・14C－フルベンジアミド及びA血・14C・フルペンジアミ  

ドの初期の主分解物は分解物B及びCであり、分解物Cは後期に分解物Dへと分解す   

るものと推定された。遮光区においては、定量的なフルベンジアミドの回収が霞められ、   

顕著な分解物は検出されなかった。  

自然水中では、蒸留水中に比べ、若干速やかなフルベンジアミドの減衰が認められた。   

半減期は光照射区において4．3～6．5日であり、自然太陽光下では25．2～32．5日と推   

定された。（参照1幻  

5．土♯残留試験   

火山灰軽埴土及び沖積埴壌土を用いて、フルベンジアミドと分解物［B、C及びD（圃   

場のみ）］を分析対象とした土壌残留試験（容器内及び圃場）が実施された。  

推定半減期は、フルベンジアミドとしては、容器内で1年以上、圃場では34～247   

日であった。一方、フルベンジアミドと分解物の合計としては、容器内で1年以上、圃   

場では34～250日であった（表7）。（参照13）  

表7 土壌残留試験成横（推定半減期）  

濃度減   
フ′レくンジアミド＋   

試験  土壌   フ／レヾンジアミド  

分解物   

火山灰軽埴土   1年以上   1年以上  

容器内試験  0．4mg肱g  

沖積増額土   1年以上   1年以上   

火山灰軽埴土   247日   250日  

阻湯試験   aOOg出血a  

沖積埴壌土   34日   34日   

※容器内試験で純品、圃場試敦で顆粒水和剤を使用  
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